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福
島
県
酪
農
青
年
研
究
連
盟

（
会
長　

佐
藤　

正
仁
）
が
主
催

す
る
第
六
十
二
回
酪
農
発
表
大

会
・
酪
農
講
演
会
が
二
月
十
六
日

（
月
）
郡
山
市
熱
海
町　
「
郡
山
ユ

ラ
ッ
ク
ス
熱
海
」
に
て
、
会
員
・

関
係
者
八
十
七
名
に
参
加
頂
き
、

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、

県
内
各
地
の
優
秀

な
酪
農
経
営
の
成

果
を
発
表
し
、
そ

れ
に
基
づ
く
意
見

交
換
を
行
い
、
こ

れ
に
よ
っ
て
酪
農

経
営
の
合
理
化
、

そ
し
て
近
代
化
を

推
進
し
て
、
本
県

酪
農
発
展
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
と

し
て
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

開
催
に
先
立

ち
、
福
島
県
酪

農
青
年
研
究
連
盟

　

佐
藤　

会
長
よ

り
、「
六
十
二
回

目
も
の
歴
史
あ
る
酪
農
発
表
大
会

を
今
年
も
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
に
感
謝
し
、
歴
代
発
表
者

の
名
簿
を
見
る
と
親
子
二
代
に
わ

た
り
発
表
し
て
い
る
会
員
も
お

り
、
歴
史
の
長
さ
を
感
じ
る
。
酪

農
は
循
環
型
農
業
を
実
現
で
き
る

重
要
な
産
業
で
あ
り
、
酪
農
を
地

域
の
中
心
的
な
産
業
と
し
て
、
酪

農
家
、
酪
農
組
合
、
市
町
村
、
国

が
一
体
と
な
り
、
将
来
へ
持
続
で

き
る
産
業
へ
と
成
長
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
誇
り
と
自
信
を
持
っ

て
日
々
の
作
業
に
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
」
と
挨
拶
し
、
福
島
県
農
林

水
産
部
畜
産
課　

伊
藤　

純
一　

課
長
、
福
島
県
酪
農
協　

但
野　

忠
義　

代
表
理
事
組
合
長
よ
り
来

賓
祝
辞
を
頂
き
、
発
表
に
入
り
ま

し
た
。

福
島
県
酪
農
青
年
研
究
連
盟
主
催

第
六
十
二
回
酪
農
発
表
大
会
・
酪
農
講
演
会
を
開
催
！！
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は
じ
め
に
、
県
南
酪
農
研
究
会　

二
瓶　

智

美
さ
ん
の
「
こ
れ
が
私
の
生
き
る
道
」
と
題

し
、
昭
和
六
十
二
年
二
瓶
家
の
長
女
と
し
て
生

ま
れ
、
小
・
中
学
校
の
頃
は
妹
た
ち
と
役
割
分

担
を
し
、
子
牛
の
哺
乳
や
エ
サ
や
り
な
ど
牛
舎

の
手
伝
い
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
高
校
進
学
時
、

「
好
き
な
道
を
進
ん
で
い
い
の
よ
」
と
い
う
母

の
言
葉
も
あ
り
、
商
業
科
と
い
う
全
く
違
う
分

野
に
進
み
ま
し
た
が
、「
酪
農
」
と
い
う
二
文

字
は
消
え
ず
、「
酪
農
に
つ
い
て
、
一
か
ら
学

び
た
い
！
酪
農
の
本
場
で
あ
る
北
海
道
で
、
勉

強
し
て
み
よ
う
！
」
と
決
心
し
、
北
海
道
の
酪

農
学
園
短
大
に
進
学
、
そ
し
て
、
色
々
な
牧
場

の
経
営
や
飼
養
管
理
を
見
て
か
ら
実
家
に
帰
り

た
い
！
と
い
う
思
い
か
ら
、
北
海
道
で
酪
農
ヘ

ル
パ
ー
と
し
て
働
く
こ
と
が
決
ま
り
、
卒
業
を

三
ヶ
月
後
に
控
え
、
実
家
で
お
正
月
を
過
ご
し

て
い
た
時
に
「
就
職
せ
ず
に
、
実
家
に
帰
っ
て

来
て
く
れ
な
い
か
…
」
と
、
父
か
ら
の
一
言
。

様
々
な
思
い
が
胸
の
中
を
よ
ぎ
り
、
散
々
悩
ん

だ
末
、
平
成
十
九
年
の
春
、
福
島
に
帰
り
就
農
。

大
学
で
勉
強
し
て
き
た
こ
と
を
生
か
し
て
、
少

し
で
も
実
家
の
経
営
を
良
く
し
て
い
こ
う
、
そ

う
決
意
し
て
戻
っ
て
来
た
も
の
の
、
就
農
し
た

直
後
は
毎
日
の
仕
事
を
こ
な
す
の
に
精
い
っ
ぱ

い
で
、
日
々
の
生
活
に
も
ゆ
と
り
が
無
く
、
こ

ん
な
こ
と
で
自
分
に
酪
農
が
務
ま
る
の
か
、
将

来
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で

し
た
。

　

そ
ん
な
中
で
も
、
自
分
の
で
き
る
こ
と
を
し

よ
う
と
い
う
考
え
か
ら
、
就
農
し
て
か
ら
取
り

組
ん
で
き
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
、

「
人
工
授
精
」
で
す
。
学
生
時
代
に
家
畜
人
工
授

精
師
の
資
格
を
取
得
し
、
獣
医
師
の
先
生
た
ち

に
教
わ
り
な
が
ら
技
術
を
磨
い
て
い
ま
す
。
二

つ
目
は
、「
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
活
動
」
で
す
。
平

成
二
十
三
年
、
実
家
の
仕
事
に
も
慣
れ
は
じ
め

た
頃
、
他
の
酪
農
家
も
見
た
い
と
い
う
思
い
も

あ
り
、
臨
時
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
働
き
始
め
ま
し

た
。
今
年
で
四
年
目
に
な
り
ま
し
た
が
、
農
家

さ
ん
か
ら
は
丁
寧
な
仕
事
だ
と
お
褒
め
の
言
葉

を
頂
く
こ
と
も
あ
り
、「
休
み
が
取
れ
て
よ
か
っ

た
」
と
言
わ
れ
た
時
に
は
、
と
て
も
や
り
が
い

を
感
じ
て
い
ま
す
。
北
海
道
で
叶
わ
な
か
っ
た

ヘ
ル
パ
ー
の
夢
が
叶
い
、
農
家
さ
ん
へ
「
ゆ
と

り
」
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
、
誇
り
に
感
じ
て

い
ま
す
。

　

私
が
思
う
酪

農
の
魅
力
は
、

家
族
で
一
緒
に

仕
事
が
で
き
る

と
い
う
点
で

す
。
両
親
が
私

に
し
て
く
れ
た

よ
う
に
、
家
族

の
時
間
を
大
切

に
で
き
る
酪
農
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
こ
れ
が
私
の
生
き
て
き
た

道
で
あ
る
」
と
誇
り
を
も
っ

て
言
え
る
よ
う
、
毎
日
全
力

で
酪
農
と
向
き
合
っ
て
い
き

た
い
で
す
。
そ
し
て
、
私
を

常
に
支
え
て
く
れ
る
両
親
に
、

「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
言
葉

を
伝
え
た
い
と
発
表
を
頂
き

ま
し
た
。

　

続
い
て
、
全
農
福
島
酪
農
同

志
会　

水
戸　

崇
宏
さ
ん
の

「
周
囲
の
人
々
に
支
え
ら
れ
た

酪
農
経
営
の
取
り
組
み
」
と
題

し
、
地
元
の
県
立
普
通
高
校
、

福
島
県
立
農
業
短
期
大
学

校
と
進
学
し
、
畜
産
学
を

は
じ
め
、
基
礎
的
な
複
式

簿
記
な
ど
を
学
び
、
各
種

資
格
を
取
得
し
、卒
業
後
、

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
五

年
間
の
勤
務
を
経
て
、
平

成
十
二
年
に
就
農
。
飼
養

形
態
を
平
成
十
六
年
に

四
〇
頭
の
繋
ぎ
式
か
ら
、

二
棟
合
わ
せ
て
六
〇
頭
規

模
の
フ
リ
ー
バ
ー
ン
牛
舎

へ
と
規
模
を
拡
大
し
ま
し

た
。

　

平
成
二
十
二
年
に
経
営

移
譲
を
受
け
て
四
年
目

に
突
入
し
よ
う

と
し
て
い
る
中

で
、
ま
だ
ま
だ

課
題
だ
ら
け
で

あ
り
、
こ
れ
か

ら
も
乗
り
越
え

な
け
れ
ば
な
ら

な
い
壁
が
い
く

つ
も
待
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

　

日
々
費
用
が
高
騰
し
て
い
く
中
で
ど
の
よ
う

に
収
益
を
確
保
し
て
い
く
の
か
。
ま
た
、
両
親

も
高
齢
に
な
り
、
妻
も
し
ば
ら
く
は
育
児
に
優

先
と
な
る
こ
と
か
ら
労
力
不
足
も
懸
念
し
て
お

り
ま
す
が
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、
家
族
の
た

め
、
自
分
の
た
め
に
も
、
今
後
も
色
々
な
こ
と

を
勉
強
し
、
酪
農
と
向
き
合
い
、
家
族
や
仲
間
、

関
係
者
の
方
々
に
感
謝
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら

も
ご
指
導
い
た
だ
き
、
日
々
精
進
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
と
発
表
頂
き
ま
し
た
。

　

意
見
・
体
験
発
表
と
経
営
発
表
頂
き
、
発
表

者
の
お
二
人
の
酪
農
に
対
す
る
思
い
が
熱
く
伝

わ
り
、
ま
た
、
夢
や
希
望
を
大
き
く
持
ち
続
け

ら
れ
る
酪
農
に
つ
い
て
、
と
て
も
大
き
な
魅
力

を
感
じ
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
や
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子

力
事
故
に
よ
り
、
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
状
況
や
困
難
の
中
、
家
族
の
支
え
や
地
域
の

仲
間
の
つ
な
が
り
が
酪
農
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

原
発
事
故
後
、
農
家
戸
数
が
急
激
に
減
少
し
、

追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
高
齢
化
や
後
継
者

不
足
と
い
う
大
き
な
問
題
の
壁
が
立
ち
は
だ

か
っ
て
い
る
中
、
二
瓶
さ
ん
、
水
戸
さ
ん
の
二

人
は
、
我
々
、
酪
友
の
心
強
い
後
押
し
と
な
り

ま
す
。
発
表
頂
き
ま
し
た
皆
様
の
今
後
の
ご
活

躍
、
ご
発
展
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

午
後
に
は
、
酪
農
講
演
会
が
開
催
さ
れ
、
全

国
酪
農
業
協
同
組
合
連
合
会　

購
買
部
副
部
長

兼
酪
農
生
産
指
導
室
長　

山
崎　

正
典　

氏
よ

り
、「
酪
農
生
産
基
盤

維
持
拡
大
の
た
め
に
～

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を

意
識
し
た
後
継
牛
確
保

～
」
と
題
し
、
講
演
頂

き
、
無
事
に
酪
農
発
表

大
会
・
酪
農
講
演
会
は

終
了
致
し
ま
し
た
。

「
酪
農
生
産
基
盤
維
持
拡
大
の
た
め
に

　
～
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を
意
識
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
継
牛
確
保
～
」

全
国
酪
農
業
協
同
組
合
連
合
会

　
購
買
部
副
部
長
兼
酪
農
生
産
指
導
室
長

　
山
崎
　
正
典
　
氏

　「これが私の生きる道」
　県南酪農研究会　二瓶　智美　氏

「周囲の人々に支えられた
　　　　　　　酪農経営の取り組み」
全農福島酪農同志会  水戸　崇宏　氏
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三
月
二
十
四
日
（
火
）
～

二
十
五
日
（
水
）
に
、
岩
手

県
盛
岡
市
「
ホ
テ
ル
紫
苑
」

に
て
、
東
北
酪
農
青
年
婦
人

会
議
（
半
澤
善
幸
委
員
長
）

主
催
の
第
四
十
四
回
酪
農
発

表
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
一
四
〇
名
近
く
の
酪

友
が
東
北
各
地
か
ら
参
加
し

ま
し
た
。

　

半
澤
善
幸
委
員
長
の
主
催

者
挨
拶
に
続
き
、
来
賓
の
農

林
水
産
省
東
北
農
政
局
生
産

部
長
丸
山
惠
史
氏
（
代
読
：

伊
藤
雅
敏
畜
産
課
長
）、
岩
手

県
農
林
水
産
部
長
小
原
敏
文

氏
（
代
読
：
千
葉
伸
振
興
・

衛
生
課
長
）、
岩
手
中
央
酪
農

業
協
同
組
合
代
表
理
事
組
合

長
佐
々
木
勲
氏
か
ら
ご
祝
辞

を
頂
き
ま
し
た
。

　

経
営
の
部
で
は
三
名
が
発

表
さ
れ
、『「
気
が
付
く
」
こ

と
の
大
切
さ
～
そ
し
て
、
行

動
と
検
証
～
』
と
題
し
た
岩

手
中
央
酪
農
青
年
婦
人
会
議

の
丹
内
良
昭
氏
は
、
牛
の
快

適
性
の
追
求
や
、
経
営
目
標

を
明
確
化
す
る
た
め
の
全
酪

連
D
M
S
（
酪
農
家
経
営
管

理
支
援
シ
ス
テ
ム
）
の
活
用
、

化
成
肥
料
の
投
入
を
極
力
抑

え
た
共
同
作
業
で
の
自
給
粗

飼
料
生
産
な
ど
を
中
心
に
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

　
『
家
族
と
経
営
改
善
～
地
域

の
粗
飼
料
フ
ル
活
用
～
』
と

題
し
た
宮
酪
青
年
婦
人
連
絡

協
議
会
の
猪
股
聡
士
氏
は
、

農
業
大
学
校
当
時
で
の
実
習

先
牧
場
主
の
人
柄
や
仕
事
に

対
す
る
熱
心
さ
に
あ
こ
が
れ

実
家
を
継
ぐ
こ
と
を
決
意
。

就
農
後
は
飼
養
環
境
の
改
善

や
飼
養
管
理
に
精
力
的
に
取

り
組
み
、
基
本
を
確
実
に
こ

な
す
こ
と
で
牛
群
成
績
を
向

上
さ
せ
た
こ
と
な
ど
を
中
心

に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
『
省
力
化
と
快
適
性
を
求
め

た
酪
農
経
営
～
牛
と
人
の
満

足
度
向
上
の
た
め
に
～
』
と

題
し
た
福
島
県
酪
農
青
年
研

究
連
盟
の
水
戸
崇
宏
氏
は
、

平
成
十
六
年
の
フ
リ
ー
バ
ー

ン
へ
の
移
行
を
機
に
T
M
R

飼
料
を
取
り
入
れ
、
育
成
牛

も
県
外
の
預
託
牧
場
に
出
す

な
ど
徹
底
し
た
省
力
化
を
追

求
し
、
で
き
た
時
間
で
繁
殖

管
理
・
飼
養
管
理
の
改
善
に

取
り
組
む
姿
勢
を
中
心
に
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

　

発
表
さ
れ
た
三
名
は
い
ず

れ
も
優
れ
た
内
容
で
し
た
が
、

高
い
所
得
率
と
経
営
の
安
定

性
に
お
い
て
家
族
経
営
の
酪

農
家
が
目
指
す
経
営
を
実
践

し
て
い
る
こ
と
、
地
域
酪
農

発
展
の
た
め
酪
農
家
の
声
を

発
信
す
る
地
域
検
討
会
を
開

催
し
、
労
働
負
担
軽
減
の
た

め
の
共
同
作
業
体
系
の
構
築

と
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
労
力

を
発
揮
し
、
地
域
貢
献
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
る
点
を

高
く
評
価
さ
れ
た
岩
手
県
の

丹
内
良
昭
氏
が
最
優
秀
と
な

り
、
全
国
大
会
へ
出
場
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
の
意
見
・
体
験
の

部
で
は
四
名
が
発
表
さ
れ
、

岩
手
中
央
酪
農
青
年
婦
人
会

議
の
桜
井
善
氏
が
『
酪
農
を

「
楽
農
」
へ
』
と
題
し
、
酪
農

家
三
戸
か
ら
な
る
有
限
会
社

で
定
期
的
な
休
日
取
得
を
実

現
し
、
将
来
は
規
模
拡
大
さ

せ
て
モ
デ
ル
牧
場
を
目
指
す

姿
を
、
み
や
ぎ
の
酪
農
青
年

部
・
婦
人
部
の
小
峯
真
喜
氏

は
、『
私
が
酪
農
を
楽
し
め
る

理
由
』
と
題
し
て
、
一
年
半

の
米
国
研
修
の
体
験
談
と
就

農
直
後
か
ら
好
き
な
よ
う
に

や
ら
せ
て
も
ら
え
る
両
親
へ

の
感
謝
や
、
周
囲
の
人
々
と

の
交
流
の
楽
し
さ
を
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
山
形
県
酪
農
青

年
婦
人
会
議
の
中
嶋
亮
介
氏

は
、『
家
族
で
が
ん
ば
る
酪
農

家
を
目
指
し
て
～
「
つ
な
が

る
」
L
I
N
E
で
仲
間
づ
く

り
～
』
と
題
し
、
地
域
の
若

手
酪
農
家
か
ら
な
る
酪
進
会

を
は
じ
め
作
業
受
託
組
合
、

消
防
団
、
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム

な
ど
で
の
仲
間
た
ち
と
の
活

動
を
、
最
後
の
福
島
県
酪
農

青
年
研
究
連
盟
の
二
瓶
智
美

氏
は
、『
こ
れ
が
私
の
歩
む
道
』

と
題
し
て
、
四
姉
妹
の
長
女

が
後
継
者
の
道
を
選
ぶ
ま
で

と
将
来
へ
の
夢
や
希
望
を
、

女
性
酪
農
家
へ
の
補
助
制
度

に
対
す
る
提
言
を
織
り
交
ぜ

な
が
ら
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
北
代
表
に
は
桜
井
善
氏

が
選
ば
れ
、
全
国
大
会
へ
出

場
と
な
り
ま
し
た
。

第44回全国酪農青年女性酪農発表大会

　今年の7月15日（水）～16日（木）に第44回全国酪農発表

大会が、東京都台東区「浅草ビューホテル」にて、開催されます。

ぜひ、今年も多くの参加者が全国酪農発表大会に参加頂きます

ようご協力宜しくお願いいたします。

七
月
に
開
催
さ
れ
る
全
国
酪
農
青
年
女
性
酪
農
発
表
大
会
の
東
北
代
表
は

岩
手
中
央
酪
農
青
年
婦
人
会
議
の
丹
内
良
昭
氏
、
桜
井
善
氏

第４４回東北酪青婦酪農発表大会開催

福島県代表として、二瓶智美さん、
水戸崇宏さん発表!!
惜しくも東北代表を逃がすものの、素晴らしい発表をされました!!
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農林中央金庫
東日本大震災  農機・園芸施設リース導入

支援対策事業継続のご案内
〜 リース料総額（税抜）の10％（円未満切捨）を支援 〜

　農林中央金庫より、東日本大震災の影響を受けた被
災地の農業復旧・復興を目的に農業者が復旧・復興投
資をリース方式によって行う場合にリース料の一部を
助成するリース導入支援対策事業について、平成27
年度も継続されることとなりました。
　当酪農協も、平成26年度より事業対象となってお
り、酪農協を通じて実施したリース事業については、
農林中央金庫の東日本大震災農機・園芸施設リース導
入支援対策事業を申請することができますので、リー
ス事業のご活用頂きますようお願い致します。
①　事　　　　　業
　東日本大震災農機・園芸施設リース導入支援対策事
業
②　目　　　　　的
　東日本大震災により被害を受けた農家が農機・園芸
施設等をリースにより導入する際に、リース料の一部

を助成することにより、早期営農再開に資する。
③　対　　象　　者
　東日本大震災で被災した地域の農家・営農集団（農
業生産法人・復興法人他）で、福島県酪農業協同組合
を通じて、リースにより対象農機・園芸施設等を借り
受けた者とする。
④　対　象　期　間
　平成24年度4月1日～平成28年3月31日
⑤　支　援　対　策
　農林中央金庫は、対象者（借受者）の農機・園芸施
設リース導入支援対策として、リース料総額（税抜）
の10％（円未満切捨）を支援する。
⑥　支　援　手　続
　必要申請書類並びにリース契約書の写しを添えて、
酪農協を通じて申請を行う。その後、農林中央金庫が
内容確認の上、助成決定通知し、助成金を交付する。

浜支所原町事務所の開設のお知らせ
　浜支所は東日本大震災・原発事故以降、本宮市の本所に仮事務所を開設し、業務を行って参りました。
　従来から浜支所管内に事務所を開設して欲しいとの要望を受け、平成27年4月より、南相馬市原町区
に原町事務所を開設することとなりましたので、お知らせいたします。

記

1　住　　所
　　〒975-0001
　　南相馬市原町区大町二丁目25番地
　　浜支所原町事務所

2　電話番号並びにFAX番号
　　TEL 0244-26-4104
　　FAX 0244-26-4148

3　勤務体制
　　毎週　火曜日・木曜日
　　　　　8：30～17：30
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県　北　支　所

安 達 事 業 所

県　中　支　所

田 村 事 業 所

浜　　支　　所

小 野 事 業 所

会 津 事 業 所

県　南　支　所

JAそうま飯舘総合支店

　県　　　　酪

県　北　支　所

安 達 事 業 所

県　中　支　所

田 村 事 業 所

浜　　支　　所

小 野 事 業 所

会 津 事 業 所

県　南　支　所

JAそうま飯舘総合支店

　県　　　　酪

酪農家戸数

戸数組合／支所

区　　分

組合／支所

区　　分 月　別　分　娩　予　定　頭　数 販　　売　　乳　　量

2015
3月

2015
4月

2015
5月

2015
6月

2015
7月

2015
8月

2015
9月

牛乳
出荷
戸数

1日当り

地域別販売乳量 1日1頭当り乳量
1日1戸
当り

搾乳牛 経産牛

前年度
戸　数

前年比 育成 初妊 乾乳
妊娠

妊娠
搾乳

空胎
搾乳

小計
合計

前年度
頭　数

経　産　牛
乳　　　牛　　　頭　　　数

前年比
 1 戸当
り頭数

戸 ％ 頭戸 頭 頭 頭 頭 頭 頭 頭 ％ 頭

頭頭 頭 頭 頭 頭 頭 戸 kg kg kg kg

乳牛頭数調査集計表（公共機関を含む） 2015年2月28日現在

 24 28 85.7 244 88 88 252 413 753 1,085 1,143 94.9 45.2

 22 24 91.7 124 57 37 124 305 466 647 626 103.4 29.4

 32 34 94.1 175 66 65 165 557 787 1,028 1,062 96.8 32.1

 28 31 90.3 28 10 21 58 227 306 344 382 90.1 12.3

 12 15 80.0 77 29 29 55 153 237 343 423 81.1 28.6

 29 29 100.0 66 26 52 124 251 427 519 555 93.5 17.9

 9 9 100.0 70 20 29 77 122 228 318 299 106.4 35.3

 61 64 95.3 746 298 348 692 1,229 2,269 3,313 3,781 87.6 54.3

 0 0 0.0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0

 217 234 92.7 1,530 594 669 1,547 3,257 5,473 7,597 8,271 91.9 35.0

 60 64 37 57 46 61 103 24 17,455 727 26.2 23.2

 34 21 22 36 23 37 45 22 11,797 536 27.5 25.3

 36 40 36 35 53 39 57 32 18,461 577 25.6 23.5

 20 11 7 13 6 14 18 28 5,952 213 20.9 19.5

 20 12 14 12 18 25 12 10 5,596 560 26.9 23.6

 23 26 37 25 22 30 39 29 9,606 331 25.6 22.5

 10 11 10 10 23 17 45 9 4,884 543 24.5 21.4

 168 189 162 194 201 208 216 61 54,008 885 28.1 23.8

 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

 371 374 325 382 392 431 535 215 127,759 594 26.6 23.3

　平成27年2月の受託乳量は、県全体で前年比
97.6％の実績でありました。
　団体別の受託乳量は、本組合が3,577㌧の対前年
比94.0％（対前年同月229㌧減）と下回り、全農県
本部は1,955㌧の対前年比105.2％（対前年同月96㌧
増）の実績でありました。

　東北生乳販連の受託実績については、前年比
98.0％となりました。
　なお、全国の受託実績は対前年比99.9％でありま
す。（北海道：100.7％、都府県：98.9％）

平成26年度受託乳量の状況

　2月の東北全体での用途別販売状況については受
託乳量が98.0％の中で、学乳向けが100％、醗酵乳
向けが111.6％（全国の前年比99.1％）、チーズ向け
は102.3％（全国の前年比92.8％）と前年を上回り、
飲用向けは前年比96.9％（全国の前年比98.4％）、加

工向けが95.3％（全国の前年比107.2％）、生クリー
ム向けは83.5％（全国の前年比97.9％）、と前年を下
回り推移した。

平成26年度用途別販売乳量の状況（東北全体）
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団　　体　　名

県　　酪　　協
全農福島県本部
合　　　　　計
東北生乳販連
全　　　　　国

受託乳量
（㌧）

日　量
（㌧）

前年比
（％）

前 年 度
受託乳量
（㌧）

団体別受託乳量の状況
2　　月　　分

 3,577 127.8 3,807 94.0
 1,955 69.8 1,859 105.2
 5,532 197.6 5,666 97.6
 42,736 1,526.3 43,616 98.0
 551,346 19,690.9 552,170 99.9

用　途　別 販売乳量
（㌧）

日　量
（㌧）

前年比
（％）

（東北全体2月）

備考
1）買取乳量を除く

飲　用　向　け
加　工　向　け
学校給食向け
醗 酵 乳 向 け
生クリーム向け
チ ー ズ 向 け
全乳哺育向け
合　　　計

 28,208 1,007.0 96.9
 4,636 166.0 95.3
 2,962 106.0 100.0
 5,213 186.0 111.6
 1,488 53.0 83.5
 228 8.0 102.3
 1 0.0 100.0
 42,736 1,526.0 98.0

平成26年度月別支払乳価表平成26年度月別支払乳価表

■東北全体プール乳代金 4,048,290千円 単価101.784円
■  内  福島県分プール乳代金① 488,946千円 単価101.784円
　　　　 プール対象外乳代金② 105,726千円

（学乳向け・買取向け乳代金）
　　　　　　合計乳代金①＋② 594,672千円 単価107.498円

　2月分支払乳価については、昨年4月より北海道
に準じた価格改定により加工向け他の値上げ、また
学乳向けも4月から5円値上げされ、プール乳価が1
円38銭前年より上回り、補給金単価は前年を2銭下
回り、差引前年より1円36銭上回る単価となりまし
た。 増　　減項　　目 前年同月

（注）上記合計は、脂肪率３．５％・無脂固形率８．３％の補給金込みの乳
価。

前々年同月27年2月
 101円840 100円457 1円383 95円634
 1円382 1円404 －0円022 2円065
 103円222 101円861 1円361 97円699

プール乳価
補給金単価
合　　計

 4 月  5 月  6 月  7 月  8 月  9 月 10月 11月 12月  1 月  2 月  3 月

単位・トン
6,000

5,500

5,000

4,500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

26年度

25年度

24年度

23年度

22年度

合　計 4  月  5  月  6  月  7  月  8  月  9   月 10  月 11  月 12  月  1   月  2   月  3   月

5,140

1,436

4,052

4,476

4,148

92.7

5,322

3,614

4,200

4,605

4,185

90.9

5,018

3,544

3,943

4,287

3,879

90.5

4,944

3,581

3,913

4,231

3,775

89.2

4,714

3,874

4,178

4,149

3,749

90.4

4,829

4,012

4,373

4,276

3,886

90.9

22年度

23年度

24年度

25年度

26年度

前年比％

年度 月

月別受託乳量　県酪協（トン）

54,954

43,108

49,419

50,637

41,924

90.6

1,899

4,118

4,569

4,343

4,753

3,669

3,790

4,129

3,703

89.7

4,566

3,656

3,964

4,062

3,621

89.1

4,560

3,815

4,110

4,053

3,620

89.3

4,764

4,030

4,273

4,219

3,781

89.6

4,445

3,759

4,054

3,807

3,577

94.0
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年次別・月別支払乳価一覧（補給金を含む）
年　度 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 平均
26年度 100.739 102.193 103.829 102.826 101.978 104.278 104.043 104.000 102.000 102.606 103.222 102.883
25年度 96.846 98.345 99.659 98.837 97.220 99.688 102.698 102.627 100.215 100.738 101.861 99.542 99.856
24年度 96.446 97.780 99.371 98.530 97.817 100.446 99.772 99.452 97.324 97.231 97.699 95.806 98.140
23年度 99.914 99.451 100.687 98.681 97.352 100.084 100.031 100.068 97.842 97.702 98.902 96.546 98.938
22年度 95.470 96.612 99.662 98.706 97.147 101.210 99.707 99.740 95.378 95.235 96.682 96.793 97.695

初生牛の畜種別価格帯毎分布表

畜  種 雌雄

ET和牛
メス
雄

価　　　　格　　　　帯（万円）

初妊牛・搾乳用雌子牛の価格帯別分布表

初妊牛
価格帯（万円）

畜  種 雌雄

乳　牛

交雑牛

メス
雄
メス
雄

価　　　　格　　　　帯（万円）

搾乳用雌子牛
価格帯（万円）

（ 0 は0.1～0.9万円、 1 は1.0～1.9万円、以下同様。尚、落札価格です）

25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49
1 3 2 1

2 1 1 1 4 3 9 6 4 1 1

20 ～ 36 ～ 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 ～ 64 65 66 67 68
1 1 1 2 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1

6 ～ 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33
1 1 1 1 1 1 1 1 2 1

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24
1 1
2 1 5 33 39 3 5 2 1 3

1 1 2 1 4 2 12 23 19 20 4 2 1 1
1 1 1 4 2 1 3 3 1 12 20 30 14 5 3 4

第233回  県酪協乳牛市場成績

区分 畜種 雌雄 成 立 数
（成 立 率）

最 高 価 格
最 低 価 格

平 均 価 格
（前 回 比）

平 均 体 重
（前 回 比）

平 均 単 価
（前 回 比）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

ET和牛
初生牛

ET和牛

乳　　牛

交 雑 牛

初　妊　牛

搾乳用雌子牛

メス

雄

メス

雄

メス

雄

価格：円（落札価格）　率・比：％　　体重：㎏

 7 412,000 386,571 83 4,634
 100 343,000 103 97 106
 33 471,000 420,273 99 4,253
 97 354,000 101 102 99
 2 12,000 8,500 50 172
 100 5,000 43 83 53
 94 117,000 53,511 82 655
 94 1,000 119 122 97
 93 237,000 137,978 70 1,975
 100 16,000 97 99 99
 105 236,000 182,810 75 2,442
 100 14,000 103 101 103
 16 683,000 486,188  
 100 204,000 93  
 11 314,000 231,182  
 100 67,000 93  

－ －

－ －

平成27年3月13日開催 購買者数　30名（うち県外9名）
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３月３日	 全酪連理事会
３月５日	 Jミルク臨時総会
３月５日	 全酪連監事研修会
　～６日

３月９日	 浜支所運営委員会
３月９日	 県北支所運営委員会
３月９日	 やまびこ会役員会
３月10日	 経営検討会
３月10日	 再建検討委員会
３月10日	 第6次中期経営3カ年計画第3回幹事会
３月11日	 全体職員会議
３月11日	 東北生乳販連理事会
３月12日	 福島県農業会議常任会議員会議
３月12日	 第6次中期経営3カ年計画管理部門推

進委員会
３月13日	 セリ市場
３月13日	 全酪連ブロック別会長・組合長会議(東

北地区)
３月17日	 郡山税務署税務調査
　～19日

３月18日	 第6次中期経営3カ年計画生産部門推
進委員会

３月19日	 全国酪農協会三役会・役員会
３月20日	 酪王乳業(株)取締役会
３月20日	 福島県畜産振興協会通常総会
３月23日	 JAグループ東京電力原発事故農畜産

物損害賠償対策福島県協議会役員会
３月24日	 福島県農業会議総会
３月24日	 第4回管理委員会・第6回生産委員会

合同会議
３月24日	 東北生乳販連事業推進委員会
３月24日	 東北酪農青年婦人会議酪農発表大会
３月25日	 第10回理事会
３月25日	 生乳委託者委員会
３月26日	 福島県酪農青年研究連盟役員・事務局

会議・監査
３月26日	 福島県酪農協青年部役員会・監査
３月26日	 東北生乳販連理事会・臨時総会
３月26日	 東北生乳販連監事会
３月27日	 福島県農業振興公社理事会
３月27日	 日本ホルスタイン登録協会理事会
３月30日	 第6次中期経営3カ年計画第4回幹事会

組　合　の　動　き　　3　月

第10回　３月25日■ 　議　　案　 ■

議案第１号	 平成27年度事業方針並びに計画立案骨
子について

議案第２号	 平成27年度乳牛導入に係る貸付条件の
緩和について

議案第３号	 平成27年度余裕金預入先金融機関並び
運用方法について

議案第４号	 平成27年度一組合員に対する貸付金並
びに貸付金利率最高限度について

議案第５号	 平成27年度事業資金の借入並びに最高
限度額決定について

議案第６号	 役員候補者推薦会議の開催について
議案第７号	 会津若松市神指町西側残地の売却につい

て
議案第８号	 定年退職者再雇用規程の改正について
議案第９号	 組合員の出資口数の減少について
議案第10号	 立体貯蔵施設制御系システム更新工事に

ついて
議案第11号	 立体貯蔵施設外装補修・塗装工事につい

て
議案第12号	 畜産競争力強化対策緊急整備事業（ハー

ド事業）の取組について■ 　報告事項　 ■
1）今後の日程について

理　　事　　会

第4回管理委員会
第6回生産委員会合同会議■ 　協議事項　 ■

1）平成27年度事業方針並びに計画立案骨子について
2）役員候補者推薦会議の開催について
3）会津若松市神指町西側残地の売却について
4）定年退職者再雇用規程の改正について
5）組合員の出資口数の減少について
6）立体貯蔵施設制御系システム更新工事について	

(追加協議)
7）立体貯蔵施設外装補修・塗装工事について(追加協議)
8）畜産競争力強化対策緊急整備事業(ハード事業)の

取り組みについて(追加協議)
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　時下、組合員の皆様におかれましては、益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。
　すっかりと春の陽気となり暖かい季節となりました。これから夏までの期間は、暑熱対策について色々と
お伝えできればと考えております。

○牛はいつから暑熱ストレスを感じ始めるのか
　表1は温度湿度指数と呼ばれるもので、牛舎内の温度と湿度から牛の暑熱ストレスを段階別で示した表で
す。表をみて頂きますと、暑熱ストレスは“温度”と“湿度”が関係していることが分かります。温度計と
湿度計があれば自分達の牛舎はどういった状況であるのかが確認可能ですので、参考にして頂ければと思い
ます。尚、あくまで牛目線であることが重要でございますので、牛舎内のより牛床に近いところで計測して
頂ければと思います。

○暑熱ストレスによりどのような変化が生じるのか
　暑熱ストレス下の牛では、自分自身を冷やすために(呼吸数の増加や心拍の増加など)より多くのエネル
ギーを必要とする一方、乾物摂取量は低下するという矛盾が見られます。この矛盾は、乳量の低下や乳成分
の低下・免疫機能の低下・繁殖率の低下などの様々な悪影響をもたらします。

○どのような対策を講じる必要があるのか
　牛体・牛舎の対策
①　舎内の風の流れを良くし、牛に風が当たるようにする。
⇒通路上にものが置いてあり、風の流れを遮っている場合などがあります。換気扇を利用した強制通
風も効果的です。

②　牛体の汚れを落とす・毛刈りを行い熱放散を助ける
⇒毛が長いことは毛布に包まっているようなものです
③　舎内への直射日光を遮る
⇒牛舎内温度の上昇を抑止します。また、西日などが直接牛に当たっていませんか？
④　給水器や水槽の点検・掃除
⇒いつでも新鮮で清潔な水を十分飲めるようにする

　飼料・給餌方法からの対策
①　断長を短くする・涼しい時間に給与する
⇒乾物摂取量の低下を防止しましょう
②　痛んだエサの除去(エサの腐敗防止)
⇒飼槽に残った滓は腐敗の元となります。飼槽の掃除は入念に行いましょう。また、飼槽の劣化が深
刻な場合は修繕もお勧め致します。

③　消化性の高い粗飼料を利用する
⇒暑熱ストレス時は反芻回数が減少します。反芻回数の減少は粗飼料の発酵率低下につながります。
④　重曹や酸化マグネシウムの給与
⇒ルーメンpHのバランスを整え、発酵を安定化させます。※乾乳牛への給与は避けてください
⑤　ミネラル補給
⇒汗や唾液で損失する分を補給しましょう

全酪連の小窓　第50回 暑熱対策について
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平成27年度定期異動・昇進・昇位・退職者
◆異　動（昇進・昇位含む）								        　　   平成27年 4 月 1 日付

職　位 氏　　　名 新　　　　任 旧　　　　任
考 査 役 佐 藤 　 仁 浜支所生産課長 生産部指導課課長補佐
正 職 員 泉 巧 県南酪農指導所 県北酪農指導所
正 職 員 甲 斐 　 響 生産部指導課 県南酪農指導所
正 職 員 角 田 淳 也 県中支所生産課 県中支所生産課小野事業所担当

◆昇　進
職　位 氏　　　名 新　　　　任 旧　　　　任
副 審 査 役 原 田 久 雄 副審査役 考査役
副 審 査 役 野 口 泰 幸 副審査役 考査役
考 査 役 横 山 良 征 考査役 副考査役
考 査 役 高 橋 章 哲 考査役 副考査役
調 査 役 米 長 久 志 県北酪農指導所副所長 県北酪農指導所
副 調 査 役 佐 藤 　 隆 県北支所生産課課長補佐 県北支所生産課
副 調 査 役 佐々木　光　輝 副調査役 一般職位
副 調 査 役 小 代 具 毅 副調査役 一般職位
正 職 員 鈴 木 俊 太 正職員 嘱託職員
嘱 託 職 員 佐 川 影 利 嘱託職員 臨時職員
嘱 託 職 員 井 関 利 明 嘱託職員 臨時職員

(Hoard’s Dairyman,Vol. 156, No.8 ,APR. 25, 2011)

　今回は暑熱対策の第一段ということで大まかな影響と対策をお伝えさせて頂きました。
　夏場の暑熱対策は避けては通れません。しっかりと準備をし、大切な愛牛を守りましょう。
　全酪連では、ゼンラク重曹やデーリィMGソーダなどのpH調整飼料や扇風機など暑熱対策アイテムもご紹
介しております。本記事または上述製品にて、ご不明な点ございましたら全酪連駐在員までご連絡ください。
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◆兼　解

職　位 氏　　　名 新　　　　任 旧　　　　任
調 査 役 大 沼 　 　 徹 生産部購買畜産課哺育センター長 県南支所生産課（兼）哺育センター長

◆退　職									         平成27年3月31日付

氏　　　名 事　　　　由 所　 属 　等
渡 辺 孝 一 定年退職 県北支所生産課長
小 林 正 樹 定年退職 浜支所生産課長
矢 内 三 夫 自己都合退職 県北酪農指導所副所長

♪新商品情報♪
酪王乳業から新商品ニュースが届きました♪

《酪王　いちごオレ　200ml》

《酪王　ももりんご　500ml》

～大人気の「酪王いちごオレ」に新サイズ200mlが新発売♪～

～福島県産の “もも” と “りんご” を贅沢に使用したこだわりの飲料水　 新発売♪～

発　売　日　4月27日㈪より、新発売
価　　　格　93円（税別）

　『酪王カフェオレのいちご版が飲みたい!』の声にお応えし、酪王がお
届けするミルクの“おいしさ”を実感できるこだわりのいちごオレです。
小さな子供や高齢者もお楽しみ頂けるよう、飲みきりサイズ200mlパッ
クが加わりました。
　福島県産の生乳を60％使用し、さらに国産生クリームと練乳を加え、
酪王カフェオレよりも濃い、ミルク分84％にしました。
　いちごは甘みと酸味のバランスが絶妙な国産とちおとめを使用し、ミ
ルクといちごのあま～い香りが、疲れたあなたを癒してくれます。
　また、一目で酪王カフェオレの姉妹品と分かるようにできるだけカ
フェオレのベースを崩さずにかわいくアレンジしました。

発　売　日　4月13日㈪より、新発売
価　　　格　120円（税別）

　福島県を代表するフルーツ、桃と林檎を使った清涼飲料水です。

果汁分1～2％が多い中で、国産の混濁果汁を6％も配合しました。

桃のまろやかなコクと、さわやかな林檎の酸味が広がり、コップ1杯

（200ml）で1日分のビタミンCが補給できる栄養機能食品です。
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●県北酪農研究会
　〒960-1408　伊達郡川俣町羽田字宮前5-2
　福島県酪農業協同組合県北支所内
　TEL 024-565-2448
●浜酪農青年研究会
　〒969-1103　本宮市仁井田字一里壇17
　福島県酪農業協同組合浜支所内
　TEL 0243-33-4011

●県中酪農研究会
　〒963-0201　郡山市大槻町字古屋敷41-1
　福島県酪農業協同組合県中支所内
　TEL 024-951-3361
●全農福島酪農同志会
　〒963-0725　郡山市田村町金屋字川久保23
　全国農業協同組合連合会福島県本部畜産部酪農課内
　TEL 024-983-0512

●県南酪農研究会
　〒961-1103　白河市東釜子字陣ヶ平1-1
　福島県酪農業協同組合県南支所内
　TEL 0248-34-1410

平成27年5月21日（木）（当日消印有効）

福島県酪農青年研究連盟もしくは各研究会事務局まで提出して
ください。

福島県酪農青年研究連盟もしくは各研究会事務局まで提出して
ください。

平成27年5月21日（木）（当日消印有効）
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●作り方
①　じゃがいもを薄く切り、玉ねぎをくし切リにし、

フライパンでじゃがいも、玉ねぎ、しめじ、ベーコ
ンを妙めて塩こしょう、しょうゆで味付けをする。

②　ホワイ卜ソースをつくる。
③　①の具材、とうふ、もちを器に入れて上からホワ

イトソースをかける。
④　チーズ、パン粉をのせて250℃のオープンで約8分

加熱する。

平成26年度

牛乳・乳製品利用料理コンクール
福島県大会入賞レシピ

平成26年度

牛乳・乳製品利用料理コンクール
福島県大会入賞レシピ

　とうふ、もち、しょうゆで和風グラタンにしました。
とうふでさっぱりとした仕上がりになります。

桜の聖母短期大学　　　　
菅野友里奈さんの作品とうふともちの和風グラタン

（材料：4人分）

・玉ねぎ… ……………100g
・じゃがいも……………100g
・しめじ…………………100g
・ベーコン… ………… 30g
・とうふ…………………150g
・しょうゆ…………… 大さじ1
・油………………… 大さじ1
・塩…………………… 少々
・コショウ……………… 少々

・パン粉… …………… 10g
・チーズ… ……………… 8g
・もち… ……………… 90g
・パセリ… …………… 少々
【ホワイトソース】
・バター… …………… 40g
・小麦粉……………… 40g
・牛乳…………………450g
・コンソメ……………… 1個

『ほっとMilk』投稿募集について
１．テーマは自由（ほっと(^o^)する話題がいいですね）
　　◎文章だけでも結構です。
　　◎写真があると最高です。

２．受付（常時受け付けしています）
　　メール・ＦＡＸ・支所経由・直接持参、何でもＯＫです。
　　E-mail : hiro-watanabe@fukuraku.or.jp・FAX0243-33-1103

発　行　者　福島県酪農業協同組合

発行責任者　統括部長　岡　　正宏

〒969−1103　福島県本宮市仁井田字一里壇17番地
TEL 0243−33−1101   FAX 0243−33−1103

URL http://www.fukuraku.or.jp/

すっかり、春ですね♪

今年は、酪王カフェオレファンの集いin秋葉原や昨年復活した酪王まつりも開催します。

酪王乳業の桜、

きれいに咲きました。


